
2025年、東芝は創業150周年を迎えました。東芝のルー
ツは、「からくり儀右衛門」と呼ばれた田中久重と、「日本の
エジソン」としてその名を知られた藤岡市助の遺伝子が結び
ついたことに始まります。
1873年（明治6年）に田中が創設した田中製作所（後の芝
浦製作所）と、1890年（明治23年）に藤岡が創業した白熱舎、
いずれ東芝となる2つの会社は、人々のために、社会のた
めに、ともに、これまでにないものを生み出そうと、日本
の明るい未来を夢見たベンチャーでした。

東芝のルーツ

価値創造のあゆみ ～東芝のＤＮＡ～

東芝グループは、「人と、地球の、明日のために。」を経
営理念の主文に掲げ、創業時より、時代の変化の中で、
常に社会課題を捉え、事業を通じて解決することを信条と
しています。
今、私たちは、一人ひとりの生活、そして地球が持続可
能であるために責任を問われています。気候変動による自
然災害によって、安心・安全な暮らしが脅かされています。
情報格差などの不平等や資源枯渇の問題など、社会的そ
して環境的な安定性が損なわれています。

人と、地球の、明日のために。

新しい未来を始動させる東芝の技術

東芝グループが目指す社会は、「人と自然が共生する社
会」および「安全・安心な社会」です。この実現に向けて、
当社の強みであるエネルギー、デジタルインフラ、デバイス
＆テクノロジーの事業を通して、生成AIなどのデジタル技
術を駆使し、自然や社会の「再生（Regeneration）」と「循環
（Circulation）」の視点から社会課題の解決に取り組んでま
いります。
AIの進化とその急速な普及により、産業構造は大きく変
化しています。東芝グループは、これまで培ってきた量子

応用技術などの強みを活かし、社会課題の解決に取り組
み、安全・安心で人と自然が共生する社会の実現を目指し
てまいります。

150年変わらない 「世界をよりよい場所にしたい」という私たちの想い

東京電気

1875 田中久重が東京に電信機の工場を創設

田中久重

藤岡市助

田中製造所

白熱舎

芝浦製作所

東京芝浦電気 東芝に社名変更

1890 藤岡市助が
白熱舎を創設
国産初の
白熱電球を製造

2020
世界有数規模の水素製造設備

（福島水素エネルギー研究フィールド：
FH2R）※4

世界有数2007
320列エリアディテクター
CTスキャナを開発

世界初

2022
世界初、最高出力2MWの
大型モビリティ向け軽量・小型・ 
高出力超電導モーターの 
試作機を開発

世界初

2017
実用型マルチパラメータ・
フェーズドアレイ
気象レーダを開発

世界初

1930 日本初
電気洗濯機と電気冷蔵庫を
完成、発表

1978
日本語ワードプロセッサーを開発

日本初

2020
福岡県大牟田で
CO2分離回収
実証設備運転開始※3

日本初

2021
世界最高※2のエネ
ルギー変換効率
フィルム型ペロブ
スカイト太陽電池

世界No.1

2021
量子暗号通信　
世界最長※1

600km以上の
通信距離を実証

世界No.1

2021
メガソーラー設置シェア

日本No.1

1985
ラップトップPCを開発、
販売を開始

世界初

1991
4メガビット
NAND型EEPROMを開発

世界初

1989
超々臨界圧大容量
蒸気タービンを開発

世界初

1967
郵便物自動処理装置を完成

世界初

※1	 �2020年6月当社調べ
※2	 �プラスチック基板で構
成される受光部サイズ
100cm2以上のフィルム
型ペロブスカイト太陽
電池モジュールにおい
て、当社調べ（2021年
9月10日現在）

※3	 �火力発電所から排出さ
れるCO2の50%以上を
回収することができる
設備として日本初

※4	 NEDO事業

2016
超伝導電磁石を採用した
重粒子線回転ガントリー

世界初

協力：QST／iQMS

1939 1984

創業〜
1930年、東芝は初めて電

気洗濯機を販売、そして電気
冷蔵庫を完成しました。また、
1955年には日本で初めて自動
式電気釜を発売しました。
多くの女性が主婦という仕
事に縛られていた時代、これ
らの製品により、女性は自由
な時間を手に入れることがで
きました。

2010年代〜
2017年には、世界初の実用型マルチパラメータ・フェーズ

ドアレイ気象レーダを開発しました。
ゲリラ豪雨は、局地的に、しかも急速に発達する積乱雲

によって引き起こされるため、これまで予測が難しいとされ
てきましたが、マルチパラメータ・フェーズドアレイ気象レー
ダにより、ゲリラ豪雨の兆候とその雨量を迅速かつ高い精度
で予測することができるようになりました。

1960年代〜
1967年に完成した郵便物自動処理装置

は、世界初の手書き文字認識により手作業
を機械化し、高度情報化社会における省力
化機器の先駆けとなりました。
同時に、光学文字読取技術（OCR）や自

動改札機、さらに最先端画像認識技術の
普及につながっていきます。また、1960年
代初頭から開始した超電導物質の研究は、
重粒子線がん治療装置として次世代の医
療の技術につながっています。

1970年代〜
1978年には、東芝は日本初の
実用的な仮名漢字変換システムを
完成させ、日本初の日本語ワード
プロセッサーを発表しました。
かな漢字変換技術と大容量ス

トレージの開発が、人々が町に
音楽を持ち出したり、今や当たり
前となったメールやSNSという通
信手段の発展につながっていった
のです。

1980年代〜
1985年、東芝は、世

界初のラップトップコン
ピュータを、1991年、
世界初のNAND型フラッ
シュメモリを製品化。ネッ
ト社会の礎を築きました。

新しい未来を始動させる東芝の技術
2020年代〜

2022年に、世界初となる軽量・小型・高出力の超電導モーターを開
発しました。このモーターは、航空機などの大型モビリティへの適用が
可能です。温室効果ガス削減のニーズが高まる中、航空機の電動化にも
貢献が期待され、モビリティ業界に新たな価値を提供していきます。
「人々の夢をかなえ、社会を変える商品・サービスを、自分たちが最
初にお届けしたい。」　このような情熱から東芝の製品やサービスは生ま
れてきました。
東芝の技術は、人々の生き方を変え、社会をも変えてきたのです。
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